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１ 第１期神奈川県スポーツ推進計画の概要



１ 第１期神奈川県スポーツ推進計画の概要

(1) 計画策定の趣旨
県全体で確実にスポーツの推進を図り、誰もが生涯にわたりスポーツに親しむ

ことができる地域社会を実現していくため、2017（平成29）年３月に神奈川県ス
ポーツ推進計画「エンジョイ・スポーツ！ かながわプラン」を策定。

(2) 計画策定からの経過
2017（平成29）年３月 策定
2023（令和５）年３月 見直し

(3) 計画の目標年度
2025（令和７）年度

(4) 計画の位置付け

・神奈川県スポーツ推進条例第５条に定める「推進計画」

・県の総合計画「新かながわグランドデザイン」を補完する個別計画

・スポーツ基本法第10条に定める「地方スポーツ推進計画」
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１ 第１期神奈川県スポーツ推進計画の概要

(5) 基本目標

(6) 数値目標（令和７年度）

① 誰もが、「いつでも」「どこでも」「いつまでも」スポーツに親
しめる生涯スポーツ社会の実現

② スポーツの持つ力による、前向きで活力ある社会と、共生社会の
実現

項目 目標値

成人のスポーツ実施率
（満20歳以上）

週１回以上
週３回以上
非実施率

７０％以上
３５％以上
０％に近づける

子どものスポーツ実施率
（６歳から18歳まで）

週３回以上
非実施率

５５％以上
７％以下

障がい者のスポーツ実施率
（満20歳以上）

週１回以上 ４０％以上
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１ 第１期神奈川県スポーツ推進計画の概要

平成 令和

16～22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

成
人

県

スポーツ振興指針

〇週１回以上 50％以上

〇非実施率 低下させる

スポーツ振興指針（改定）

〇週１回以上 50％以上

〇非実施率 低下させる

スポーツ推進計画

〇週１回以上 65％以上

〇週３回以上 30％以上

〇非実施率 ０％に近づける

スポーツ推進計画(見直し)

〇週１回以上 70％以上

〇週３回以上 35％以上

〇非実施率 ０％に近づける

国

スポーツ振興基本計画

〇週１回以上 50％以上

第１期スポーツ基本計画

〇週１回以上 65％

〇週３回以上 30％

〇非実施率 ０％に近づける

第２期スポーツ基本計画

〇週１回以上 65％

〇週３回以上 30％

〇非実施率 ０％に近づける

第３期スポーツ基本計画

〇週１回以上 70％

〇年１回以上 100％に近づける

〇非実施率 ０％に近づける

子
ど
も

県
スポーツ振興指針

〇週３回以上 50％

〇非実施率 10％以下

スポーツ振興指針（改定）

〇週３回以上 50％

〇非実施率 10％以下

スポーツ推進計画

〇週３回以上 55％以上

〇非実施率 10％以下

スポーツ推進計画(見直し)

〇週３回以上 55％以上

〇非実施率 ７％以下

国

スポーツ振興基本計画

〇体力について、その低下傾向に

歯止めをかけ、上昇傾向に転ず

ることを目指す

第１期スポーツ基本計画

〇子どもの体力が昭和60年頃の

水準を上回るようにする

第２期スポーツ基本計画

〇スポーツをする時間を持ちたいと思う

中学生 80％

〇スポーツが嫌い・やや嫌いである

中学生 ８％

〇子供の体力を昭和60年頃の水準にする

第３期スポーツ基本計画

〇１週間の総運動時間(体育を除く)が60分未満

・児童の割合 12％ (R3)から半減

・生徒の割合 13％ (R3)から半減

〇卒業後にも運動やスポーツをしたいと

「思う」「やや思う」

・児童の割合 90％以上

・生徒の割合 90％以上

〇新体力テストの総合評価がＣ以上である

・児童の割合 80％以上

・生徒の割合 85％以上

障
が
い
者

県
スポーツ振興指針

ー

スポーツ振興指針（改定）

ー

スポーツ推進計画

ー

スポーツ推進計画(見直し)

〇週１回以上 40％以上

国
スポーツ振興基本計画

ー

第１期スポーツ基本計画

ー

第２期スポーツ基本計画

〇週１回以上 40％

〇週３回以上 20％

第３期スポーツ基本計画

〇週１回以上 40％（若年層は50％）

〇年１回以上 70％（若年層は80％）
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１ 第１期神奈川県スポーツ推進計画の概要

(8) スポーツ推進の施策・事業体系

視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進 視点２ スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進

視点３ スポーツの持つ力による地域活性化、共生社会の実現

施策

①楽しみながら行う
スポーツへのきっかけづくり
（主に乳幼児期）

主な取組

家庭での遊び・運動の推進

地域での遊び・運動の推進

②スポーツに親しむ意欲や
態度の育成
（主に児童・青年期）

体育・健康教育の充実

学校におけるスポーツ活動の推進

運動部活動の地域移行

地域におけるスポーツ活動の推進

➂スポーツを行う習慣の確立
（主に成人期）

スポーツに親しむ機会の充実

3033（ｻﾝﾏﾙｻﾝｻﾝ）運動の推進

④スポーツを通じた健康・
生きがいづくり
（主に円熟期）

レクリエーションスポーツの推進

体の状態や体力に応じた運動の推進

施策

⑤スポーツ活動の環境整備

主な取組

スポーツ環境の基盤となる「人材」の育
成

スポーツ環境の基盤となる「場」の充実

地域コミュニティの中心となる総合型地
域スポーツクラブの質的充実

スポーツ医・科学の活用促進

クリーンでフェアなスポーツの推進

競技力の向上

トップアスリートの育成
⑥アスリートの育成

「かながわパラスポーツ」の推進

障がい者スポーツの推進

女性のスポーツ推進

⑧スポーツを通じた
共生社会の実現

施策

⑦スポーツの持つ力による
地域活性化

主な取組

スポーツを通じて地域を盛り上げる取組
み

多様な主体との連携による地域活性化

東京2020大会等のレガシーを活用した取
組み
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２ 社会の動向
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１ 少子化の進行と超高齢社会の加速

出典｜神奈川県｜新かながわグランドデザイン基本構想（2024年３月策定）

〇 神奈川の総人口は、2020年にピークを迎えた。（923.7万人）
〇 今後は、少子化の進行、高齢化の加速が続く。（65歳以上：2020年４人に１人
⇒2040年３人に１人）

170.4万人

（24.6％） 108.6万人…
87.5万人

（9.9％）
69.2万人

（9.3％）

477.6人

（69.0％）
579.0万人

（62.7％） 502.5万人

（56.8％） 404.7万人

（54.3％）

44.3万人

（6.4％）

236.1万人

（25.6％）

293.9万人

（33.3％）

272.0万人

（36.5％）
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神奈川県の人口推計（年齢３区分別・中位推計）

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 老年人口(65歳以上)

実績 中位推計
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R7.12
公表
予定
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79.1 

76.4 
80.1 

21.4 21.3 20.3 
22.8 
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90.0

2021 2022 2023 2024 2025

(%)

自由な時間や休日が多く、ゆとりある生活ができること

「非常に重要である」「かなり重要である」と考えている県民の割合

「十分満たされている」「かなり満たされている」と考えている県民の割合

２ ゆとりと豊かさを求める県民と生活の状況

出典｜神奈川県｜県民ニーズ調査をもとにスポーツ課作成｜2021-2024

〇 ゆとりある生活が「重要である」と考える県民は、８割近くいる。
〇 一方で、実際に「満足した生活」を過ごせている県民は、２割にとどまる。
〇 スポーツは、心の豊かさや充実感をもたらしてくれるものの一つとして重要な役割を
担っているため、引き続き、スポーツを通じて生活の満足度を高めることが重要。
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３ 生活習慣病の増加

出典｜厚生労働省｜国民生活基礎調査をもとにスポーツ課作成｜2001-2022

10.7 

12.4 

13.6 
14.1 

17.1 16.9 

19.1 

20.2 

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

2001 2004 2007 2010 2013 2016 2019 2022

(%) 県内の生活習慣病通院者率

1.9倍

〇 県内の生活習慣病通院者率は、2001（平成13）年から2022（令和４）年までの間に
1.9倍増加（10.7％⇒20.2％）。

〇 子どもから高齢者までスポーツの習慣化を促し、生活習慣の改善を図ることによっ
て、健康で活力ある社会を築くことが重要。
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４ デジタル化の加速

出典｜総務省｜通信利用動向調査をもとにスポーツ課作成｜2019-2024

86.2 
89.1 

98.7 98.4 98.9 97.2 

90.2 

67.0 

36.4 

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

（％）

令和５年度のインターネット利用状況

（個人）

95.7 96.1 96.8 97.3 97.5 97.4 

79.2 83.4 
86.8 88.6 90.1 90.6 

74.0 
69.1 70.1 69.8 69.0 

65.3 

40.1 
37.4 38.7 39.4 40.0 

36.4 

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

(％)

主な情報通信機器の世帯保有状況

モバイル端末全体

（携帯電話及びス

マートフォン）

スマートフォン

パソコン

タブレット端末

（注）「モバイル端末全体」の2020年以前はPHSを含む。

〇 インターネット利用者の割合は、13～69歳の各年齢階層で９割を超えている。
〇 あらゆる時間・場所でネットワークにつながることのできる社会になっている。
〇 今後は、「観る」スポーツの普及やトレーニングでの活用等、様々な形でのスポー
ツを「する」「観る」「支える」の可能性が広がると考えられる。
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５ 差別や偏見のない共生社会

〇 津久井やまゆり園事件をきっかけに、「ともに生きる社会かながわ憲章」の策定
や、理念を広めていくため、「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例」を制定。

〇 新かながわグランドデザイン実施計画（令和６（2024）年３月）において、政策の
立案・企画・実施に当たっては、「ジェンダー」、「ともに生きる（ともいき）」
「当事者目線」の視点を「３つの主流化」として常に意識することが示された。

〇 引き続き、スポーツを通じた共生社会の実現に取り組む必要がある。

【平成】
28年７月 津久井やまゆり園事件

10月 「ともに生きる社会かながわ憲章」
策定

【令和】
５年４月 「神奈川県当事者目線の障害福祉推

進条例～ともに生きる社会を目指して
～」施行

６年３月 「神奈川県当事者目線の障害福祉推
進条例～ともに生きる社会を目指して
～に基づく基本計画」策定

共生社会の実現に向けた動き

政策の立案・企画・実施に当たっての視点

■ ジェンダー

■ ともに生きる（ともいき）

■ 当事者目線

※新かながわグランドデザイン実施計画
（令和５（2024）年３月）

３つの主流化
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３ 成人のスポーツの状況
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１ 成人のスポーツの状況（実施状況）

20.0

21.9

18.0

15.7

13.4

12.8

14.2

12.1

13.5

12.7

13.8

12.7

12.1

13.0

13.6

9.3

9.3

10.7

15.0

14.9

4.2

4.4

8.1

7.4

8.5

9.4

9.5

3.7

6.1

6.9

11.0

12.0

7.5

30.6

27.9

24.3

17.2

22.5

令和6年度全体

（3,000）

令和4年度全体

（3,000）

平成27年度全体

（1,268）

平成22年度全体

（1,359）

平成18年度全体

（1,185）

成人のスポーツ実施状況の推移

週に３日以上 週に２日程度 週に１日程度 月に１～３日程度 ３ヶ月に１～２日程度 年に１～３日程度 わからない※ していない

※わからない、は無回答者を含めた数値。令和４、６年度はなし。

（％）

スポーツ実施率
（週１日以上）

46.6％

48.8％

42.2％

39.7％

42.2％

〇 令和６年度の成人の週１日以上のスポーツ実施率は46.6％、週３日以上は20.0％、
非実施率は30.6％。

〇 実施率は、平成27年度以前と比べると増加傾向だが、前回調査の令和４年度からは減少。
〇 非実施率は、増加傾向が顕著。

数値目標
週３日以上

35％

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

数値目標
非実施率

０％

数値目標
週１日以上

70％
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２ 成人のスポーツの状況（実施率と非実施率の比較）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

〇 実施率は増加傾向にあるものの、非実施率はより増加傾向が顕著。
〇 スポーツをする人、しない人の二極化が進んでいる。
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39.7 

42.2 42.2 

48.8 

46.6 

22.5 

17.2 

24.3 

27.9 

30.6 

15.0

25.0

35.0

45.0

55.0

平成18年度 平成22年度 平成27年度 令和４年度 令和６年度

成人の週１日以上のスポーツ実施率と非実施率の経年比較

週１回実施率 非実施率

（％）

週１日実施率



３ 成人のスポーツの状況（年代別実施率）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

〇 20代から50代は40％程度であり、30代・40代は増加傾向、50代は減少傾向。
〇 60代・70代は、50％以上かつ、過去から増加傾向。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

平成27年度 41.1 32.5 35.2 50.2 48.2 40.6

令和4年度 48.3 41.7 45.2 42.7 48.6 61.4

令和6年度 61.3 41.1 43.6 40.3 41.1 50.0 57.3

成人の週１日以上のスポーツ実施率（％）
数値目標

週１日以上
70％
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４ 成人のスポーツの状況（年代別非実施率）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

平成27年度 19.2 19.7 25.0 20.3 28.6 26.6

令和4年度 24.3 27.7 32.3 33.3 30.7 20.7

令和6年度 22.6 31.4 35.4 32.2 36.3 25.5 24.9

成人のスポーツ非実施率の年代別推移（％）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

〇 20代から50代の働く世代の増加が顕著。 （Ｈ27：５人に１人⇒Ｒ６：３人に１人）

〇 一方で、60代・70代以上は、やや減少傾向。（Ｈ27：４人に１人⇒Ｒ６：４人に１人）

数値目標
非実施率

０％

非実施率の
割合が逆転
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５ 成人のスポーツの状況（年代別・男女別）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

〇 実施率は、男女ともに20代から50代がおおむね低い。
〇 非実施率は、男女ともに20代から50代が高い。

61.8 

44.7 

51.6 

43.0 
40.5 

50.6 
56.4 

60.8 

37.3 
34.9 

37.4 

41.7 

49.5 

58.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

令和６年度の週１日以上のスポーツ実施率

（男女別）

男性 女性

17.6

27.4
28.7 27.7

33.2

20.9 21.5

28.6

35.6

42.7

37
39.5

30.3
27.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

令和６年度のスポーツ非実施率

（男女別）

男性 女性
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６ 成人のスポーツの状況（20代～50代のスポーツに対する満足度・関心）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024

〇 行いたいと思っているができない人が、男性３人に１人（35.2％）、女性約半数
（44.0％）。

〇 関心がなく、行っていない（無関心層）は、男性５人に１人（21.3％）、女性４人
に１人（25.4％）。

35.2

21.3

27.5

5.1

10.9

44.0

25.4

21.1

5.0 4.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

行いたいとは思って

いるができない

関心がなく

行っていない

行ってはいるが

もっと行いたい

関心はないが

行っている

十分に行っており、

満足している

令和６年度の20～50代のスポーツに対する満足度

（男女別）

男性 女性

（％）
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７ 成人のスポーツの状況(「行いたいと思っているができない」と回答した20～50代がスポーツをしない理由)

〇 男女ともに、４人に１人が「仕事が忙しくて時間がないから」を選択。
〇 「機会がなかったから」、「仲間がいないから」といった、スポーツをするきっか
けに関する理由を合計すると、４人に１人が選択。

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

仕事（家事・育

児を含む）が

忙しくて時間が

ないから

機会がなかっ

たから

体調が整わな

かったから

費用がかかる

から

仲間がいない

から
年をとったから

場所や施設が

ないから

施設が利用し

づらいから

指導者がいな

いから

補助者・介助

者がいないか

ら

その他 わからない

男性 25.7 21.5 9.4 7.9 7.3 7.3 6.8 2.6 0.0 0.0 1.0 10.5

女性 24.7 18.1 11.2 10.8 7.7 6.6 6.6 1.9 0.8 0.4 3.5 7.7

令和６年度の「行いたいと思っているができない」と回答した20～50代が

スポーツをしない理由（男女別）
（％）

出典｜県民のスポーツ・体力に関する調査｜2024
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８ 成人のスポーツの状況（まとめ）

○ 成人のスポーツ実施率は、増加傾向にあるものの、非実施率の増加も顕著で
あり、スポーツをする人、しない人の二極化が進んでいる。

○ 特に20代から50代の働く世代の実施率は低く、非実施率が高くなっており、そ
の理由としては、「仕事（家事・育児を含む）が忙しくて時間がない」「スポー
ツをするきっかけがない（機会がない・仲間がいない）」で半数を占めている。

○ 60代以上の実施率は伸びていることから、働く世代のゆとりある生活やスポー
ツに取り組むきっかけづくりが特に課題と考えられる。
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４ 子どものスポーツの状況
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１ 子どものスポーツの状況（体格・体力・運動能力）

※ 過去38年間で体力・運動能力が最高値であった1986（昭和61）年度平均値を50として、2024（令和６）年度平均値の指数を割り出しており、数値が大き
いほど記録が良い。

令和６年度の児童・生徒の体格・体力・運動能力と昭和61年度との比較

〇 体格（身長・体重）は、早期の成長傾向が見られる一方、第二次性徴のピークを過
ぎた高校３年生ではほぼ変わらない。

〇 一方、体力・運動能力は大きく低下。

出典｜神奈川県｜児童生徒体力運動能力調査よりスポーツ課作成｜2024
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２ 子どものスポーツの状況（実施状況）

出典｜神奈川県｜児童生徒体力運動能力調査よりスポーツ課作成｜2019-2024

〇 令和６年度の週３日以上のスポーツ実施率は45.0％。
〇 ここ数年は、週３日以上・週１日以上はやや減少傾向。非実施率はやや増加傾向。

スポーツ実施率
（週１日以上）

73.5％

72.9％

73.9％

74.4％

74.2％

45.0 

44.4 

45.1 

46.5 

46.6 

28.5 

28.5 

28.8 

27.9 

30.3 

12.0 

12.1 

11.9 

11.6 

11.1 

14.6 

15.1 

14.2 

14.0 

12.0 

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

平成27年度

子どものスポーツ実施状況の推移

週に３日以上 週に１～２日程度 月に１～３日程度 していない

数値目標
週３日以上

55％

数値目標
非実施率

７％（％）
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３ 子どものスポーツの状況（校種別・男女別のスポーツ実施率）

出典｜神奈川県｜児童生徒体力運動能力調査よりスポーツ課作成｜2019-2024

〇 中学生男子以外は、推進計画の数値目標（55％）未達。
〇 女子よりも男子のほうが、どの校種でもスポーツ実施率が高い。

47.9 

52.5 
48.9 

50.7 50.9 

78.6 

66.9 67.9 66.4 
68.2 

52.1 

43.0 43.0 
40.4 

43.0 

20

30

40

50

60

70

80

平成27年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

子どもの週３日以上のスポーツ実施率

（男子）

小学生 中学生 高校生

（％）

29.7 

39.3 
36.3 34.9 35.5 

58.5 

53.1 51.7 50.5 51.3 

29.1 

30.0 29.5 
26.7 

24.9 

20

30

40

50

60

70

80

平成27年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

子どもの週３日以上のスポーツ実施率

（女子）

小学生 中学生 高校生

（％）

数値目標
週３日以上

55％
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４ 子どものスポーツの状況（校種別・男女別のスポーツ非実施率）

出典｜神奈川県｜児童生徒体力運動能力調査よりスポーツ課作成｜2019-2024

〇 小学生男女、中学生男子は、推進計画の数値目標（７％）に近い。
〇 小学生は、男女で大きな差はないが、中学生、高校生と年齢が上がるにつれ、非実
施率の上昇が、男子より女子の方が顕著になる。

5.0 5.2 6.3 5.9 5.8 
4.5 

7.3 7.7 7.4 6.9 

19.1 

25.0 25.2 
27.6 

24.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

平成27年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

子どものスポーツ非実施率

（男子）

小学生 中学生 高校生

（％）

6.7 7.0 7.4 8.0 7.9 

10.9 
13.3 14.1 15.3 15.1 

35.3 
36.9 36.4 

39.7 40.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

平成27年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

子どものスポーツ非実施率

（女子）

小学生 中学生 高校生

（％）

数値目標
非実施率
７％
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５ 生徒数と運動部活動の加入率（公立中学校）

出典｜神奈川県教育委員会｜学校統計要覧よりスポーツ課作成
出典｜神奈川県中学校体育連盟｜神奈川県公立中学校運動部活動調査よりスポーツ課作成

〇 過去20年間で、生徒数は平成25年度をピークに減少。
〇 運動部活動数及び加入率も減少傾向。

64.4

64.3

57.8

192,418

209,923

195,728

180,000

185,000

190,000

195,000

200,000

205,000

210,000

215,000

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

66.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

運動部活動の加入率と生徒数の比較（公立中学校） （人）（％）

運
動
部
活
数

運
動
部
活
数

5,250

5,588

部活動数

（部）

（部）
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６ 生徒数と運動部活動の加入率（高校）※市立を含む全日制

〇 過去20年間で、生徒数は平成28年度をピークに減少。
〇 運動部活動数及び加入率も減少傾向。

出典｜神奈川県教育委員会｜学校統計要覧よりスポーツ課作成
出典｜神奈川県教育委員会｜県立高等学校及び県立中等教育学校部活動基本調査よりスポーツ課作成

42.7

44.0

38.7

120,453

130,123

116,762

105,000

110,000

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

46.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

生徒数と運動部活動の加入率の比較（高校）（％） （人）

運
動
部
活
数

運
動
部
活
数

1,945（部）

1,738（部）
※運動部活動数は県立高校（全日制）

・中等教育学校（後期課程）のみ
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７ 運動部活動の加入率（スポーツ実施率との関係）

〇 運動部活動の加入率とスポーツ実施率は、中学生、高校生ともに減少傾向。

出典｜神奈川県中学校体育連盟｜神奈川県公立中学校運動部活動調査よりスポーツ課作成
出典｜神奈川県教育委員会｜県立高等学校及び県立中等教育学校部活動基本調査よりスポーツ課作成
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加入率 週３回実施率

（％）
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運動部活動の加入率とスポーツ実施率

（高校生）

加入率 週３回実施率

（％）
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７ 運動部活動に入らない理由（中学生・高校生）

〇 中学生、高校生ともに、「塾や勉強」のほか「自由に遊べる時間」「やりたい部活
やクラブがない」「他にやりたいことがある」という声が多い。

出典｜神奈川県教育委員会｜中学校・高等学校生徒のスポーツ・文化活動に関する調査よりスポーツ課作成｜2023
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29



○ 子どものスポーツ実施率は、ここ数年、やや減少傾向で、非実施率はやや増加
傾向。

○ 子どものスポーツの状況は、小学校・中学校・高校の各区分ごとに差が大き
く、また、男女においても差が大きくなっている。

○ 生徒数の減少は、部活動数の減少につながっていると考えられる。
今後は、子どもの活動機会をより一層確保していくことが求められる。

８ 子どものスポーツの状況（まとめ）
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５ 障がい者のスポーツの状況
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１ 障がい者のスポーツの状況（実施状況）

○ 令和６年度の障がい者の週１日以上のスポーツ実施率は34.5％。
○ 数値目標の40％には届いていないが、スポーツ庁のこれまでの調査による実施率よ
り高い。

出典（平成29年度～令和５年度）｜ スポーツ庁｜障害児・者のスポーツライフに関する調査よりスポーツ課作成
出典（令和６年度）｜ 神奈川県｜障害者のスポーツに関する調査よりスポーツ課作成
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平成29年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

障がい者のスポーツ実施状況
週に３日以上 週に２日程度 週に１日程度 週に１～２日 月に1～3日 ３か月に１～２日 年に１～３日 分からない 行っていない

34.5％

32.5％

30.9％

31.0％

24.9％

25.3％

20.8％

県調査
（県民）

スポーツ庁
調査

（国民）

数値目標
週１日以上

40％（％）
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２ 障がい者のスポーツの状況（成人と障がい者の実施率の比較）

61.2

41.1
43.7

40.2 41.1

50.0

57.3

27.5
25.4

30.9

36.2
37.3 36.2 36.4

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

成人と障がい者の週１日以上のスポーツ実施率の比較

成人 障害者

（％）

〇 30代までは差があるものの、40代・50代は大きな差が無い。
〇 成人は、60代以降に増加するものの、障がい者は、40代以降横ばい。

出典｜神奈川県｜県民のスポーツ・体力に関する調査よりスポーツ課作成｜2024
出典｜神奈川県｜障害者のスポーツに関する調査よりスポーツ課作成よりスポーツ課作成｜2024 33



３ 障がい者のスポーツの状況（運動・スポーツを始めたきっかけ）

出典｜障害者のスポーツに関する調査｜2024

○ 「特に理由はない・なんとなく」が35.1％。
○ 「家族に奨められた」、「医師に奨められた」など、誰かに奨められたと回答した
割合が多い。

4.7

1.4

1.5

2.3

2.5

3.6

4.2

4.4

5.5

5.7

11.2

19.9

23.9

35.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

有名選手・パラリンピアンの影響

漫画、ドラマ、映画等の影響

現地やテレビ等でそのスポーツを観た

スポーツ団体等の関係者から誘われた

所属する団体(会社等)に奨められた

学校の先生に奨められた

障害のない(友人・知人・同僚)に奨められた

障害のある(友人・知人・同僚)に奨められた

テレビや新聞、インターネット等の影響

作業療法士(OT)・理学療法士(PT)・看護師等の医療従事者に奨められた

医師に奨められた

家族に奨められた

特に理由はない・なんとなく

令和６年度の運動・スポーツを始めたきっかけ（複数回答） （％）
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４ 障がい者のスポーツの状況（運動・スポーツを行わなかった理由）

○ 「活動したいと思わない」が68.5％とほとんどを占めている。

出典｜障害者のスポーツに関する調査｜2024

2.2

1

1.6

3.1

5

5.1

6.2

16.7

68.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

活動したいが、必要な競技用具や補助具がない

活動したいが、運動やスポーツができる場所への移動手段がない

活動したいが、身近なところに運動やスポーツができる場所がない

活動したいが、一緒にできる人がいない

活動したいが、自分に合った運動やスポーツの情報がない

活動したいが、時間がない

活動したいが、身体的にできない

活動したいと思わない

令和６年度の運動・スポーツを行わなかった理由（複数回答）

（％）
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○ 令和６年度の障がい者の週１日以上のスポーツ実施率は34.5％で、令和５年度
以前の全国の数値と比べると実施率は高い。

○ 成人・子どもと比べるとスポーツ実施率は低いが、働く世代の40代・50代で
は、成人と大きく変わらない。

○ しかしながら、高齢期を迎える60代以降では、成人の実施率と差が出ているこ
とから、引き続き、スポーツに親しむきっかけづくりが必要と考えられる。

５ 障がい者のスポーツの状況（まとめ）
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